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に
も
併
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。一

・
二
級
造
園
技
能
士

学
科
講
習
会
を
開
催

　

八
月
十
二
日
開
港
記
念
会

館
に
於
い
て
一
・
二
級
造
園

技
能
士
学
科
講
習
会
を
教
育

研
修
委
員
四
人
の
講
師
に
よ

　

今
年
の
検
定
受
験
者
は
、
一

級
四
十
二
名
、二
級
六
十
二
名
、

三
級
三
十
名
計
百
三
十
四
名
が

受
験
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
実
技
試
験
は
二
日
間

と
も
猛
暑
と
な
り
、
軽
い
熱
中

症
に
罹
る
受
験
者
が
数
名
い
ま

し
た
が
、
検
定
委
員
・
補
佐
員

の
見
守
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
研

鑚
と
日
頃
培
っ
た
技
を
発
揮
す

　

今
年
は
猛
暑
が
続
き
ま
し
た

が
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
途
中

十
分
の
休
憩
を
二
回
と
一
級
は

三
回
と
り
、
ま
た
、
受
講
者
に

塩
あ
め
を
配
布
し
ま
し
た
。

実
技
検
定
試
験

　

八
月
二
日
か
ら
三
日
迄
の
二

日
間
実
技
検
定
試
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
素
模
擬
試
験
で
は

試
験
結
果
に
一
喜
一
憂
し
、
要

素
の
解
説
に
真
剣
に
耳
と
目
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、今
年
も
二
十
九
日
・

三
十
日
の
二
日
間
追
加
講
習
を

開
き
、
一
級
十
三
名
、
二
級
五

名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

実
技
講
習
会

　

七
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日

迄
の
４
日
間
横
浜
農
協
き
た
地

区
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
級
三
十
六
名
、
二
級

三
十
七
名
、
三
級
一
名
が
受
講

し
、
十
名
の
指
導
員
の
熱
心
な

指
導
を
受
け
猛
暑
の
中
、
大
汗

べ
く
、
一
心
不
乱
に
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

協
会
の
一
大
事
業
で
あ
る
実

技
講
習
会
、
技
能
検
定
実
技
試

験
、
学
科
講
習
会
も
関
係
者
の

皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
苦
労
に
よ

り
無
事
終
了
し
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
県
域

青
年
部
会
を
は
じ
め
実
技
講
習

会
で
の
ご
支
援
を
頂
い
た
皆
様

り
午
前
・
午
後
に

わ
た
り
教
本
造
園

施
工
必
携
と
サ
ブ

テ
キ
ス
ト
を
基
に

熱
心
に
講
義
が
行

わ
れ
一
級
十
四
名
、

二
級
二
十
二
名
計

三
十
六
名
の
受
講

生
が
真
剣
に
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
令
和
七
年
度

造
園
技
能
士
実
技
講
習
会
・
技
能
検
定
実
技
試
験
・
学
科
講
習
会
開
催

技能検定１級課題モデル

技能検定３級課題モデル技能検定１級実技講習会（オリエンテーション）

技能検定２級実技講習会（オリエンテーション）

技能検定3級実技講習会

技能検定２級実技試験 学科講習会

技能検定１級実技講習会

技能検定樹種判定模擬試験技能検定１級実技試験

技能検定２級課題モデル

技能検定２級実技講習会

技能検定３級実技試験
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神
奈
川
県
造
園
業
協
会
と
日

本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川
県

支
部
共
同
で
、
六
月
十
日
に
自

由
民
主
党
神
奈
川
県
支
部
連
合

会
・
自
由
民
主
党
神
奈
川
県
議

会
議
員
団
へ
、八
月
七
日
に
は
、

神
奈
川
県
副
知
事　

橋
本
和
也

氏
、
県
土
整
備
局
長
、
池
田
一

紀
氏
、
環
境
農
政
局
長　

尾
﨏

美
貴
江
氏
に
、
新
規
一
項
目
と

継
続
要
望
五
項
目
に
つ
い
て
要

望
し
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
と
し
て
、

の
保
全
、
緑
化
の
積
極
的
な

推
進
を
実
現
す
る
た
め
緑
化

関
連
公
共
事
業
予
算
の
確

保
・
増
加
と
受
注
機
会
の
確

保
③�

造
園
に
関
わ
る
整
備
及
び
維

持
工
事
は
分
離
し
、
指
定
建

設
業
種
で
あ
る
造
園
専
門
事

業
者
に
発
注
を
、
ま
た
、
造

園
技
能
士
等
各
種
資
格
所
有

者
の
在
籍
し
て
い
る
業
者
へ

の
発
注

④�

一
般
社
団
法
人
日
本
造
園
建

設
業
協
会
認
定
の
街
路
樹
剪

定
士
の
積
極
的
活
用
と
街
路

樹
剪
定
士
を
下
請
け
で
は
な

く
元
請
け
の
条
件
と
し
て
仕

様
書
の
明
記

⑤�

校
庭
及
び
園
庭
の
芝
生
化
の

推
進
並
び
に
グ
ラ
ン
ド
基
盤

の
整
備
を
図
る
た
め
の
助
成

措
置
と
芝
生
化
工
事
及
び
維

持
管
理
工
事
の
造
園
専
門
業

者
へ
の
発
注
に
つ
い
て

　

�　

造
園
業
界
の
大
変
厳
し
い

現
状
を
ふ
ま
え
て
要
望
事
項

の
実
現
に
向
け
て
強
く
申
し

入
れ
ま
し
た
。

自
民
党
と
の
質
疑
応
答
に

つ
い
て

県�

議　
①
熱
中
症
対
策
に
つ
い

て
国
の
状
況
に
つ
い
て

協�

会　
６
月
１
日
か
ら
職
場
の

熱
中
症
対
策
を
怠
っ
た
場
合

の
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ

た
。
造
園
維
持
管
理
等
の
金

新
規
要
望　
国
際
園
芸
博
覧
会

G
R
E
E
N

×E
X
P
O
2
0
2
7

の

成
功
に
向
け
て
、
会
場
整
備
に

全
力
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
会
場
整
備
と
重
複

す
る
次
期
指
定
管
理
者
の
募
集

時
期
に
つ
い
て

継
続
要
望

①�

熱
中
症
対
策
の
法
的
義
務
化

に
よ
る
経
費
の
補
正
に
つ
い

て
②�

都
市
公
園
の
再
整
備
、
緑
地

ン
エ
キ
ス
ポ
へ
の
快
活
な
対
応

と
い
う
こ
と
で
我
々
の
思
い
は

同
じ
で
あ
り
ま
す
。

・
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
は
作

業
者
、
個
人
に
対
す
る
熱
中
症

対
策
の
費
用
や
、
設
備
な
ど
の

費
用
に
つ
い
て
も
継
続
で
き
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
働
き
方
改
革
と
い
う
か
職

場
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
人
材

確
保
に
も
大
き
く
関
わ
る
と
い

う
認
識
も
持
っ
て
お
り
ま
す
。

・
み
ど
り
関
連
予
算
に
つ
い

て
、
今
年
度
52
億
円
、
前
年
比

１
０
７
％
確
保
、
引
き
続
き
頑

張
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

・
街
路
樹
剪
定
士
の
発
注
に
つ

い
て
は
、
順
次
拡
大
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
資
格

を
お
持
ち
の
方
の
把
握
、
注
視

し
な
が
ら
積
極
的
に
活
用
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

・
校
庭
芝
生
化
に
つ
い
て
、
現

在
69
校
導
入
し
て
い
る
。
さ
ら

に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
池
田
県
土
整
備
局
長

・
指
定
管
理
の
募
集
時
期
に
つ

い
て
は
、
庁
内
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

・
熱
中
症
対
策
補
正
率
に
つ
い

て
、
過
去
５
年
の
気
温
実
績
を

も
と
に
積
算
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
実
情
に
応
じ

て
協
議
の
上
変
更
に
対
応
し
て

い
く
。

・
予
算
を
確
保
し
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
遊
具
の
設
置
を
進
め
て
い

き
た
い
。

・
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

は
、
案
件
に
応
じ
て
各
種
資
格

を
保
有
し
た
技
術
者
を
配
置
す

る
こ
と
を
要
件
に
設
定
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

・
街
路
樹
剪
定
士
を
元
請
条
件

に
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
７
年

度
で
は
24
件
で
約
４
割
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
が
、
去
年
を
上
回

る
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
尾
﨏
環
境
農
政
局
長

・
県
有
緑
地
に
お
い
て
災
害
対

応
、
危
険
木
伐
採
の
対
応
に
感

謝
す
る
。

・
園
芸
博
に
つ
い
て
全
庁
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

・
令
和
10
年
に
全
国
育
樹
祭
が

神
奈
川
県
開
催
が
決
ま
っ
た
の

で
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

額
は
少
額
の
も
の
が
多
い
た

め
、
も
う
少
し
何
と
か
し
て

ほ
し
い
。

県�

議　
②
指
定
管
理
の
募
集
時

期
が
２
０
２
７
年
園
芸
博
の

工
事
期
間
と
重
な
る
こ
と
の

業
界
へ
の
影
響
は

協�

会　
園
芸
博
の
成
功
に
向
け

て
オ
ー
ル
神
奈
川
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
指
定
管
理
募
集

時
期
を
２
年
延
ば
し
て
頂
く

よ
う
公
園
課
と
も
意
見
交
換

を
進
め
て
い
る
。

県�

議　
③
街
路
樹
剪
定
士
の
元

請
条
件
は
52
件
と
聞
い
て
い

る
が
協
会
と
し
て
数
の
見
解

は
協�

会　
地
域
に
よ
っ
て
業
者
の
数

と
資
格
保
有
者
の
状
況
が
異

な
る
た
め
何
と
も
い
え
な
い
。

　

と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。

　
橋
本
副
知
事

　

全
国
都
市
緑
化
か
わ
さ
き

フ
ェ
ア
が
大
盛
況
に
終
わ
っ
た

事
へ
の
感
謝
、
国
際
園
芸
博
覧

会
に
つ
い
て
、
神
奈
川
県
と
し

て
、
協
会
と
協
力
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
述
べ
ら

れ
た
。

要
望
へ
の
回
答
。

・
指
定
管
理
制
度
に
つ
い
て

は
、
県
庁
全
体
の
話
で
あ
り
、

現
在
募
集
時
期
に
つ
い
て
庁
内

で
調
整
中
で
あ
る
が
、
グ
リ
ー

「
み
ど
り
行
政
に
関
す
る
要
望
書
」

　
　
　
新
規
一
項
目
と
継
続
五
項
目
～
提
出

自民党への要望書の提出

橋本副知事への要望書提出

池田県土整備局長への要望書提出

尾﨏環境農政局長への要望書提出
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の
出
展
に
留
ま
ら
ず
西
は
静

岡
・
三
重
、
東
は
埼
玉
・
千

葉
・
栃
木
方
面
よ
り
出
展
総
数

４
６
０
点
を
超
え

る
出
展
が
有
り
、

伝
統
的
な
造
り
の

物
か
ら
近
年
の

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に

向
い
た
樹
木
ま
で

幅
広
い
樹
木
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
品
評
会
で

は
、
仕
立
物
か
ら

苗
物
ま
で
7
部
門

に
分
か
れ
そ
れ
ぞ

れ
に
最
高
評
価
の

優
秀
賞
が
合
計
31

点
に
与
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
半
数
の
16
点
が

当
協
会
の
会
員
の
皆
様
の
出
展

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
参
加
の

皆
様
は
出
展
樹
木

を
思
い
描
き
作
庭

時
の
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

又
、
新
樹
種
の

特
徴
や
取
扱
い
に

対
す
る
質
問
が
多

数
出
さ
れ
、
現
在

の
流
通
状
況
や
価

格
な
ど
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

樹
木
資
材
委
員

会
で
は
、
今
後
も

当
協
会
会
員
の
生

産
樹
や
取
扱
い
樹

木
の
情
報
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま

す
。

○
６
月
24
日
に

は
、
人
工
地
盤
上

や
壁
面
と
い
っ
た

都
市
型
緑
化
技
術

を
、
東
京
都
心
で

　「
街
路
樹
剪
定
士
資
格
更
新

研
修
会
」
は
、
今
年
度
も
（
一

社
）
日
本
造
園
建
設
業
協
会
本

部
が
全
国
一
括
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
映

像
講
義
に
よ
る
）
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
催
時

期
は
10
月
か
ら
1
月
の
適
切
な

時
期
を
予
定
し
て
い
る
と
の
報

告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
更
新
者
及

び
有
効
期
限
切
れ
の
方
（
期

限
超
過
3
年
ま
で
）
に
は
、

本
部
よ
り
一
律
で
受
講
用
の

Ｉ
Ｄ
・
Ｐ
Ｗ
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
本
部
に
問
合
せ
下
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
０
３
・
５
６
８
４
・
０
０
１
１
）

「
街
路
樹
剪
定
士
認
定
研
修
会
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
七
年

10
月
15
・
16
日
の
二
日
間
、
神

奈
川
県
支
部
主
催
で
開
催
（
座

学
・
学
科
試
験
・
実
技
試
験
）

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

の
施
工
事
例
を
見
学
す
る
講
習

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

会
場　

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ

○
７
月
11
日
に
は
、「
電
動
工

具
等
機
材
・
資
材
」
の
作
業
実

演
及
び
展
示
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

会
場　

Ｊ
Ａ
横
浜　

き
た
セ
ン

タ
ー
内　

植
木
セ
リ
市
場

松
の
仕
立
物
で
、
樹
形
の
バ
ラ

ン
ス
が
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
。

　

近
年
で
は
、
残
念
な
が
ら

松
・
マ
キ
・
柘
植
を
代
表
と
す

る
仕
立
物
と
呼
ば
れ
る
も
の
の

需
要
は
小
さ
く
取
引
量
は
少
な

く
な
っ
て
居
る
の
が
現
状
で
す

が
、
そ
れ
で
も
根
強
い
人
気
は

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
品
評
会
へ
の
出
展
樹
木

は
、
横
浜
農
協
植
木
部
部
員

　

樹
木
資
材
委
員
会
で
は
、
最

近
の
市
場
に
於
い
て
の
評
価
の

高
い
樹
木
を
会
員
の
皆
様
に
お

伝
え
す
べ
く
、
横
浜
農
協
植
木

部
主
催
に
よ
る
春
季
植
木
持
寄

り
品
評
会
会
場
で
令
和
７
年
４

月
３
日
に
品
評
会
審
査
直
後
の

高
い
評
価
を
受
け
た
樹
木
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
に
於
い
て
、
最

高
賞
を
受
賞
し
た
樹
木
は
赤

も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
義
で
も
定
員
20
名

の
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
様
か
ら

ご
連
絡
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
現
場
で
活
か
し
安
全
第
一
で

作
業
を
進
め
て
頂
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
下
期
に
は
９
月
に

「
小
型
車
両
系
建
設
機
械
」、
11

月
に
「
伐
木
等
の
業
務
」、
1

月
に
「
小
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運

転
技
能
講
習
」、
２
月
に
「
玉

掛
け
技
能
講
習
」
の
４
種
目
を

順
次
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

随
時
資
格
の
ご
案
内
を
行
い

ま
す
の
で
、
資
格
未
取
得
の
会

員
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
応
募

の
方
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

よ
る
説
明
後
、
参
加
者
が
実
際

に
ロ
ー
プ
を
結
び
、
シ
ス
テ
ム

を
作
る
と
い
う
内
容
で
し
た
の

で
、
2
時
間
と
い
う
講
義
時
間

　

公
園
緑
地
部
会
で
は
令
和
7

年
度
に
協
会
会
員
向
け
の
講
習

会
７
種
目
企
画
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
４
月
に
「
高
所
作
業

車
運
転
技
能
講
習
」、
５
月
に

「
刈
払
機
安
全
教
育
」、
６
月
に

「
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
作
業
」
の
３

種
目
講
習
会
を
（
株
）
Ｐ
Ｃ
Ｔ

神
奈
川
教
習
所
の
協
力
を
頂
き

な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
会
員
様
に
受
講
し
て

頂
き
必
要
な
資
格
を
取
得
し
て

も
ら
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
受

講
者
に
は
講
習
会
で
学
ん
だ
事

　

教
育
研
修
委
員
会
で
は
、
令

和
7
年
度
第
1
回
巾
が
広
が

る
造
園
人
養
成
講
座
と
し
て

「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
義
（
植
木

屋
と
し
て
役
立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
）」
を
令
和
7
年
4
月
24
日

（
木
）
に
県
立
保
土
ヶ
谷
公
園

に
場
所
を
お
借
り
し
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
講
師
は
（
有
）

久
樹
園
の
吉
田
様
に
お
願
い

し
、
な
ん
き
ん
縛
り
を
利
用
し

た
樹
木
の
仮
止
め
方
法
や
、
滑

車
や
カ
ラ
ビ
ナ
を
利
用
し
た
重

量
物
の
引
き
上
げ
方
法
な
ど
、

植
栽
管
理
を
す
る
上
で
知
っ
て

い
る
と
便
利
な
結
び
方
や
そ
の

利
用
方
法
の
一
例
を
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
義
は
講
師
に

公
園
緑
地
部
会
活
動
報
告

公
園
緑
地
部
会
　
講
習
会
報
告

技
術
委
員
会
委
員
長
　
冨
永
淳
司

教
育
研
修
委
員
会
の
活
動
報
告

教
育
研
修
委
員
会
副
委
員
長
　
若
井
利
允

樹
木
資
材
委
員
会
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
青
木
　
治

●
お
知
ら
せ
●

街
路
樹
剪
定
士
資
格

更
新
研
修
会
及
び

認
定
研
修
会

日
造
協
神
奈
川
県
支
部

講習会参加の皆様（虎ノ門ヒルズ）ＪＡ横浜　きたセンター内　植木セリ市場

ロープワーク講習会開講式
↓

↓
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の
内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。

■
６
月
22
日
（
日
）

　

出
展
を
見
据
え
て
延
段
の
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
７
名
と
少
な
い
な
が
ら
内
容

の
濃
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

■
８
月
17
日
（
日
）

　

県
立
相
模
原
公
園
の
植
栽
維

持
管
理（
渡
部
氏
の
報
告
転
記
）

お
盆
休
み
の
最
終
日
に
も
拘
ら

ず
、
10
名
が
参
加
し
て
炎
天
下

の
中
、
除
草
、
下
草
手
入
れ
、

清
掃
、
中
低
木
の
剪
定
等
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

猛
暑
日
の
せ
い
か
、
来
園
者

は
殆
ど
無
く
、
静
か
な
日
曜
日

で
の
作
業
で
し
た
。

　

適
度
に
休
憩
を
取
り
、
熱
中

症
や
蜂
の
危
険
に
注
意
し
な
が

ら
午
後
2
時
半
頃
終
了
し
、
ミ

―
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

探
っ
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
議
論
を
重
ね
た
結

果
、
渡
部
氏
の
プ
ラ
ン
を
元
に

し
て
今
後
の
計
画
を
練
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
６
月
８
日
（
日
）
主
要
メ
ン

バ
ー
７
名
が
再
度
集
ま
り
計
画

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

通
常
の
除
草
作
業
の
他
密
集

し
て
き
た
高
木
類
の
中
枝
透
か

し
や
背
景
に
あ
る
ケ
ヤ
キ
の
枝

下
ろ
し
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

■
５
月
４
日
（
日
）
は
川
田
造

園
の
事
務
所
を
お
借
り
し
て
、

庭
園
部
会
か
ら
の
要
請
に
基
づ

き
２
０
２
７
国
際
園
芸
博
覧
会

へ
の
庭
園
展
示
に
向
け
て
の
検

討
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
15
名

が
自
分
の
プ
ラ
ン
を
持
ち
寄
り

プ
レ
ゼ
ン
し
な
が
ら
方
向
性
を

す
。
毎
月
１
回（
第
１
土
曜
日
）

に
公
開
日
が
設
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

文
末
に
な
り
ま
し
た
が
、

川
田
副
会
長
は
じ
め
材
料
の

手
配
や
当
日
の
運
営
に
御
協

力
賜
り
ま
し
た
「
庭
守
」
の

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

植
周
造
園
株
式
会
社　

　
　
　
　
　
　

大
胡　

周
一
郎

そ
の
他
の
活
動

■
４
月
27
日
（
日
）
県
立
相
模

原
公
園
の
植
栽
維
持
管
理
を
10

名
で
行
い
ま
し
た
。
公
園
内
で

は
大
規
模
な
改
修
工
事
が
始

ま
っ
て
い
て
「
衆
遊
の
庭
」
に

隣
接
し
て
い
た
「
見
本
庭
園
」

が
ほ
と
ん
ど
解
体
さ
れ
て
更
地

部
分
で
す
。
裏
側
に
身
体
が
入

ら
な
い
部
分
も
あ
り
、
表
か
ら

手
を
ま
わ
し
て
反
対
の
結
束
を

し
た
り
と
実
践
的
な
講
習
に

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

四
ツ
目
垣
は
、
シ
ン
プ
ル
な

デ
ザ
イ
ン
で
、
施
工
法
も
基
本

的
で
す
が
、
今
回
の
会
場
で

は
、
垣
根
越
し
に
孟
宗
竹
の
竹

林
や
紫
陽
花
の
植
え
込
み
が
見

え
ま
す
。
長
い
間
間（
け
ん
ま
）

で
、
地
盤
高
に
合
わ
せ
た
高
低

と
園
路
に
合
わ
せ
た
カ
ー
ブ
も

あ
り
、
味
わ
い
の
あ
る
垣
根
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
四
ツ
目
垣
が
庭
園
に

趣
を
添
え
る
こ
と
と
な
り
ま

汚
れ
も
取
れ
、
ツ
ヤ
の
あ
る
青

竹
に
な
り
ま
す
。

　

割
間
に
合
わ
せ
、
胴
縁
の
通

り
を
見
極
め
杭
に
止
め
ま
す
。

留
め
杭
に
あ
た
る
場
所
は
、
ウ

ラ
節
止
め
と
し
、
小
刀
を
使
っ

て
丸
太
の
ツ
ラ
に
合
わ
せ
ま

す
。
杭
間
に
長
短
が
あ
り
立
子

の
本
数
を
調
整
し
、打
ち
込
み
、

四
ツ
目
イ
ボ
を
と
り
ま
す
。
仕

上
が
り
を
横
か
ら
見
る
と
、
等

間
隔
に
引
き
放
し
の
長
さ
の

揃
っ
た
イ
ボ
が
並
び
美
し
い
も

の
で
す
。

　

皆
様
の
お
力
で
園
路
沿
い
は

1
日
で
、
ほ
ぼ
完
成
。
二
日
目

は
、
入
口
脇
の
外
か
ら
見
え
る

を
く
ぐ
っ
て
右
手
に
延
び
る
園

路
沿
い
の
約
18
間
で
、
初
日
は

後
者
か
ら
作
業
を
始
め
ま
す
。

　

杭
丸
太
は
、
注
入
材
を
使
用

し
て
お
り
、
強
度
が
保
持
さ
れ

見
た
目
も
問
題
な
い
た
め
、
存

置
し
た
状
態
で
、
竹
材
の
ば
ら

し
と
釘
抜
き
を
し
、
垂
直
を
見

な
が
ら
水
糸
を
張
り
、
極
め
な

お
し
を
し
ま
す
。

　

竹
材
の
束
か
ら
胴
縁
用
の
ウ

ラ
の
効
い
た
真
っ
直
ぐ
な
竹
と

立
子
用
の
も
の
を
選
り
分
け
、

立
子
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
長

さ
に
揃
え
約
２
０
０
本
を
切
り

出
し
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
籾

も
み
が
ら殻

で
竹
を
洗
う
と
節
部
分
の
黒
い

　

２
月
23
日
・
24
日
、
横
浜
市

金
沢
区
に
あ
る
旧
川
合
玉
堂
別

邸
（
二
松
庵
）
庭
園
に
お
い
て
、

「
庭
守
」
の
四
ツ
目
垣
改
修
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
講
師
の

方
々
を
含
め
て
、
延
べ
18
人
の

参
加
を
得
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
「
庭
守
」
の
皆

様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、

旧
主
屋
跡
の
玄
関
三
和
土
復

元
・
建
仁
寺
垣
・
池
の
護
岸
石

組
み
等
の
講
習
会
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
が
、
今
回
は
既
存
の

四
ツ
目
垣
の
老
朽
化
に
伴
い
改

修
を
行
い
ま
し
た
。
施
工
箇
所

は
入
口
脇
の
約
2
間
と
、
山
門既存垣の解体胴縁の取付

結束

園路脇施工後

入口脇施工前

立面図

参加者

園内改修工事

入口脇施工後

　
■ 

作
庭
塾
「
庭
守
」
の
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
旧
川
合
玉
堂
別
邸
　
四
ツ
目
垣
改
修
講
習
会
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令
和
７
年
4
月
12
日
宗
泉
寺

茶
室
、
方
正
庵
に
て
茶
道
講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

茶
道
も
造
園
と
同
様
に
平
安

時
代
よ
り
発
展
し
て
き
た
日
本

文
化
で
あ
り
、
千
利
休
に
よ
り

茶
庭
も
含
め
総
合
芸
術
と
し
て

完
成
さ
れ
た
茶
道
界
か
ら
見
た

造
園
を
考
え
る
事
を
目
的
と
し

た
、
こ
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

至
道
流
代
表
・
裏
千
家
専
任

講
師　

佐
藤
宗
義
先
生
の
も
と

茶
道
の
歴
史
、
茶
庭
の
使
い
方

や
意
味
な
ど
を
教
わ
り
、
和
敬

清
寂
（
和
＝
茶
室
で
は
皆
仲
良

く
す
る
心
、
敬
＝
上
下
の
隔
た

り
無
く
お
互
い
を
敬
う
心
、
清

＝
外
面
と
内
面
を
清
く
す
る

心
、
寂
＝
静
か
に
落
ち
着
い
た

心
）
の
精
神
を
持
っ
て
小
間
に

て
濃
茶
広
間
に
て
薄
茶
を
頂
き

ま
し
た
。

　

本
来
茶
会
で
は
言
葉
を
発
す

る
こ
と
な
く
進
行
し
ま
す
が
、

今
回
は
、
お
茶
を
点
て
な
が
ら

質
疑
応
答
を
し
、
作
法
・
茶
器
、

お
花
、
掛
軸
の
拝
見
ま
た
湯
の

沸
く
音
、
お
茶
を
点
て
る
音
な

ど
五
感
を
使
っ
て
の
お
茶
の
楽

し
み
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

造
園
、
茶
道
、
書
道
、
武
道

な
ど
の
日
本
文
化
に
は
真
行
草

や
残
心
と
い
っ
た
考
え
方
が
あ

り
、
こ
れ
は
西
洋
で
発
展
し
て

き
た
音
楽
、
絵
画
、
彫
刻
な
ど

の
世
界
的
に
芸
術
と
分
類
さ
れ

る
考
え
方
要
素

に
通
じ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

改
め
て
造
園

は
芸
術
的
に
も

完
成
さ
れ
て

お
り
後
世
に
伝

承
し
て
い
く
価

値
の
あ
る
も
の

だ
と
感
じ
ま
し

た
。

●会員等名簿の変更●
（ホームページ参照）

新入会員
〇港北支部

　品川創園

　住所　〒244-0802　

　　　　横浜市戸塚区平戸2-34-32

　代表者　品川範行

　TEL 090-8485-0669

　MAIL　shinasou2207@gmail.com

〇保土ヶ谷支部

　㈱新緑

　住所　〒240-0035　

　　　　横浜市保土ヶ谷区今井町892-1

　代表者　高木　清

　TEL045-444-8414　FAX045-444-8447

〇川崎支部

　㈱Midorasu

　住所　〒215-0011　

　　　　川崎市麻生区1-2-2-403

　代表者　柚木　誠

　TEL044-299-6377　FAX045-299-6378

　㈱川崎造園

　住所　〒213-0025　

　　　　川崎市高津区蟹ヶ谷118-9

　代表者　川崎亮太郎

　TEL045-628-9366　FAX045-628-9366

社名変更
〇横浜中央支部

　（旧）㈱アートグリーン溝口造園　→

　（新）ＡＧランドスケープ㈱

代表者変更
〇神奈川支部

　一造園土木㈱

　代表者（旧）松倉　仁　→（新）小山田照蔵

〇戸塚支部

　㈲共信産業

　代表者（旧）金子定雄　→（新）金子敏明

〇横須賀支部

　古川園芸㈱

　代表者（旧）古川　香　→（新）落合圭介

〇湘南西支部

　㈱中村園

　代表者（旧）中村真一郎　→（新）関　隆志

〇県央支部

　㈱厚木植木

　代表者（旧）加藤政弘　→（新）小杉勇人

　㈲寿造園

　代表者（旧）鈴木　寛　→（新）鈴木鉄平

　㈱甘利園

　代表者（旧）甘利憲一　→（新）甘利一正

FAX番号変更
〇横浜中央支部

　㈱アライランドスケーピング

　（旧）045-624-0984→（新）045-512-2751

　　※電話番号に変更はございません。

メールアドレス変更
〇湘南西支部

　日本消毒㈱

　（旧）nihon-s@md.scn-net.ne.jp →

　（新）info@ns1970.com

住所の訂正をお願い申し上げます。

〇戸塚支部

　植松

　 （誤）〒245-0016 横浜市泉区和泉町6210-2

→（正）〒245-0016 横浜市泉区和泉町6210

事務局情報
（月間行事一覧）　●諸会議その他●
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月　日 概　要

9/  4（木） 国際園芸博覧会建設現場現地視察　
13：30～

9/  5（金） 情報委員会　15：00～

9/17・18
（水・木）

小型車両系建設機械
（㈱PCT神奈川教習所）　9：00～

9/26（金） 技能士コース講師会議　15：00～

10/  2（木） 総務厚生委員会　15：00～

10/  3（金） 関東甲信造園建設業協会協議会（埼玉県）

10/  4（土） 技能士コース開講式・第1回　9：00～

10/  5・  6
（日・月）

労働保険事務組合研修及び意見交換会　
17：00～（箱根）

10/11（土） 技能士コース第2回　9：00～

10/15・16
（水・木）

日本造園建設業協会神奈川県支部主催
街路樹剪定士認定講習会

10/16・17
（木・金） 出先機関予算要望（予定）

10/18（土） 技能士コース第3回　9：00～

10/25（土） 技能士コース第4回　9：00～

10/29（水） 神造協ゴルフ県大会
（大箱根カントリークラブ）

11/  2（日） 第44回よこはま技能まつり


